
～踏み出そう！北陸から世界へ～

コメの国内マーケットが縮小傾向にあるなか、海外では日本食が広がり日本産米の海外需要
も年々高まっています。今こそ北陸から世界へ踏み出してみませんか？

北陸農政局では、コメ輸出に関心があるものの、まだ踏み出せない方が抱えている不安や疑
問を解消し、コメ輸出取組のきっかけを後押しする「北陸コメサロン」を開催いたします。
コメ輸出に関心のあるみなさま！この機会にぜひご参加ください。

13：30～16：00R６年2 月６日（火）開催時期

北陸コメサロン
EXPORT

「踏み出そう！北陸から世界へ」
テーマ：「日本産米の強み」、「輸出までの手順」、「輸出継続に向けた工夫」

●パネルディスカッション●

●オープニング●
「コメの輸出をめぐる状況等について」

農林水産省農産局農産政策部企画課

●輸出取組事例紹介●

輸出事業者木徳神糧株式会社

米

オンライン開催開催方法

プログラム

申込方法は裏面をご覧ください⇒

株式会社ファームNINJAPO／有限会社米山農産／
有限会社グリーンビジネス橋本

参加費無料

農家さん、
大募集！

輸出生産者有限会社エコ・ライス新潟

株式会社佐渡相田ライスファーミング



【開催方法】
Microsoft TeamsによるWEB開催となります。

【参加登録方法】
以下のWebフォームまたは右側の二次元バーコードから

お申込みください。
https://www.contactus.maff.go.jp/j/hokuriku/form/seisan/20240206.html

※お申込みによって得られた個人情報は、厳重に管理し、本サロンの運営のみに使用させていただきます。

【お問合せ】
北陸農政局生産部生産振興課 中田、坊、河内、紀室 TEL：076‐232‐4302（直通）

申込締切 令和６年1月31日（水）

パネルディスカッション参加者（プロフィール）

横井正城氏 （木徳神糧株式会社 アシスタントマネジャー（海外営業リーダー））

2022年に創業140年を迎えた米穀卸売会社「木徳神糧株式会社」（東京
都千代田区）は、タイや中国、ベトナムに現地拠点を設置し、日本産米
の輸出のほか、タイ香り米（ジャスミンライス）等の輸入・国内販売等
を展開中。

毛利直人氏 （株式会社ファームNINJAPO 代表取締役）

米山義隆氏 （有限会社米山農産 代表取締役社長）

橋本喜洋氏 （有限会社グリーンビジネス橋本 代表取締役）

富山米の輸出に対し意気投合した３社が、玄米を輸出し海外で現地精米
し販売を手掛ける株式会社Wakka Japan（本社札幌市）を通じ、現在
台湾、香港、シンガポール、ニューヨークにコシヒカリ、てんこもりの
輸出を展開中。

豊永有氏 （有限会社エコ・ライス新潟 代表取締役）

新潟県内で無農薬・減農薬栽培に取り組む複数農家で構成される「有限
会社エコ・ライス新潟」（新潟県長岡市）は、持病やアレルギーを持つ
人向けの米、米加工食品の生産にも取り組み、現在、フランス、オラン
ダ、アメリカ、UAE、南アフリカに輸出を展開中。

相田忠明氏 （株式会社佐渡相田ライスファーミング 代表取締役）

2013年設立の「株式会社佐渡相田ライスファーミング」（新潟県佐渡
市）は、佐渡の牡蠣殻を利用した農法で育てた米に佐渡の文化を組み合
わせて、現在は上海、パリに輸出を展開中（国際認証のGLOBALG.A.P.

等を取得）。

申し込みはこちら！

細田浩之氏 （一般社団法人 全日本コメ・コメ関連食品輸出推進協議会 専務理事）

2015年設立のコメ・コメ関連食品の世界市場開拓にオールジャパンで取
り組む品目団体。米卸・輸出事業者や生産者団体が会員として参加。海
外見本市への出展、PRイベントの開催や、輸出先国の規制・マーケット
情報の収集・発信等を実施。

【オブザーバー：農林水産省農産局農産政策部企画課】

とよ なが ゆう

よこ い まさ き

あい だ ただ あき

ほそ だ ひろ ゆき

もう り なお と

よね やま よし たか

はし もと よし ひろ
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